
畜産業における動作の反動無理な動作災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
14～

15

作業場内にて、バーコン下トレイを清掃する為に、バーコン足場（約20kg）を持

ち上げようとしたところ、腰に痛みがはしり、歩くのも困難となった。
46

10

～

29

3 15~16

厩舎内で競走馬の飼養のため、ワラを切ったり木桶を持ったり腰を屈めるような同

じ姿勢での仕事が続く中、腰に痛みがあり、ただの腰痛だと思い仕事を続けていた

が、痛みが強くなった。

36
1～

9

3 16~17
当社鶏フン乾燥ハウス内において、乾燥させる為の鶏フンをスコップで掬い上げた

際、右肩に激痛が生じた。
40

10

～

29

5
14～

15

牧場内で草刈り作業中、地面の切株に気が付かずに躓き、転倒しそうになった際に

草刈り機を掴むような不自然な姿勢になり、右肩付近を痛めた。
71

100

～

299

6
10～

11

堆肥の成分によって腐食が進むため、年に1～2回行う点検の際、桶の腐朽箇所を

見つけ、新しい桶で補強しようと腐朽部分を強く引っぱった時、そのショックが左

肩に来て激痛がはしったとのことである。 違和感がしばらくして消えたため、そ

のまま仕事を続けたが、後日急にハンドルが握れなくなり手術となった。

75
1～

9

7 5~6
馬運動場において曳き運動中（左側）、該馬が突然走り出し引きずられ、左肩部を

負傷した。
43

10

～

29

牧場内で和牛の人工授精をする為に、運動場から雌牛を枠内へ追い込む作業中に、



7
13～

14

首にロープをかけていた。 牛の後方からそのロープを両手で掴み保定しようとし

た際、牛が急に向きを変えて走ったため、ロープに指をとられた。 軍手をしてい

たが、その際に軍手が外され、軍手の中に切断された小指が残っていた。

63
1～

9

7
9～

10

当社農場内において、鶏卵の集卵作業をしている際の移動時に床の段差に躓いて、

左足を挫き負傷した。
60

10

～

29

9
17～

18

酪農ヘルパー出役中、育成牛を移動している時、1人が前から引っ張っていたが、

動かなかったので、自分は後ろ側から尿溝にあるパンクリーナーのチェーンに左足

をかけ、牛を押していたら、足首をひねったような気がしたので、押すのをやめて

足をついたら痛みがあって、歩くのも痛かったので、すぐ病院を受診し、肉離れと

診断され帰宅した。 翌日になっても痛みが治まらなかったため、整形外科病院を

受診した。 アキレス腱断裂と診断され、後日手術した。

56
1～

9

9
14～

15
放牧中、曳いていた馬が急に暴れ、押さえようとしたが右肩を脱臼した。 19

100

～

299

9
10～

11

牛を削蹄枠に入れる作業をしていた時、牛の前足が動かなく本人が足で強く蹴って

いたら、急に牛の前足が動いたため、足をへんにひねって右ひざの腱を切った。
28

1～

9

9
22～

23

弊社牛舎内のロータリーパーラーに於いて搾乳作業中、50cm程度の高さの台より

降りた際に着地に失敗し足を負傷した。
34

50

～

99

9
14～

15

二次処理貯留槽のポンプのコンベラー交換時に、ポンプを階段から下ろす時に両手

でポンプを持っていたが、左手の方が滑り落ち右手を巻き込む形で骨折した。
41

50

～

99

9
10～

11

牛舎内にて、作業終了後、重機より降車を試みた際、誤って足を滑らせて転倒、左

ひざを強打、挫傷した。
33

10

～

29

13～
玄関掃除をしている際、ゲタ箱内の拭き掃除中、上段が高くて手が届かない為、ふ 30



9
14

み台にあがり作業をしてましたが、ふみ台からおりた際、足をふみはずし右足首を

ひねった。

57 ～

49

10
11～

12
集卵作業中に少し段差のある所でふりむいた時に捻り、災害が発生した。 48

10

～

29

10 7～8
騎乗調教中、該馬が突然暴れ旋回した際にバランスを崩し腰部を捻り、同部を負傷

した。
42

10

～

29

11
15～

16

牧場にて、繁殖馬を馬房に入れるため、馬を引いていたところ、急に立ち上がり、

馬と一緒に右腕が上がり、激痛がはしった。
20

10

～

29

11
15～

16

厩舎内廊下で、馬房へ馬を曳いている時に突然馬が立ち上がり、その際にバランス

を崩し左足首を捻った。 しばらく様子をみたが、痛みがあり腫れているので受診

した。

30

50

～

99

12 9~10

敷地内洗い場と厩舎の間で、馴致のため、本人が調馬索を持ち、同僚が同馬を引い

ていたところ、突然同馬が暴れ、前へ駆け出し、左右に激しく動いた為、2人とも

引っ張られ、左右に振られる状態になった。 暴れる馬を抑えるため、紐を引いた

際、腰に強い痛みが走った。

40

10

～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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